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野町に生まれる
藤蔭幼稚園卒
森山町小学校卒
（金沢東警察署で少年剣道）
星稜中学校卒

（剣道部主将）
金沢泉丘高校卒

（剣道部主将）
早稲田大学卒
今村証券株式会社入社
　　　　〃　　　退社

金沢市議会議員選挙に初当選
第123代金沢市議会副議長に就任
金沢市議選挙で4期目の当選
第96代金沢市議会議長に就任
石川県議会議員選挙に初当選

資格  証券アナリスト・ファイナンシャルプランナー
国家試験合格  行政書士・宅地建物取引士
家族  妻、長男（米泉ドジャース→石川中央ボーイズ→
　　  金沢泉丘高校野球部→慶応義塾大学理工学部野球部）、
　　  次男（金大附属高校野球部）

ご意見などございましたら
お気軽に・・・
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金沢市泉本町に在住

〒920-8580金沢市鞍月1丁目1番地
石川県議会庁舎2F
会派控室
まで

フェイスブックで情報を発信
しています。ぜひアクセスを
お願いします！

石川県議会庁舎2F

●●● 議会活動　PHOTO ●●● 石川県議会議員
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通信
Vol.45　発行・喜多浩一

令和 8 年 3 月 8 日に投開票が行われた石
川県知事選挙において、山野新知事が誕生し
ました。6110 票差という前回を上回る僅差
で馳前知事との激戦を制しました。戦後に公
選制となって以降、県庁所在地の金沢市の市
長と石川県の知事を経験するのは山野氏が
初めてであり、トップマネジメントの経験が
今後どのように県政に生かされるのか、注目
していきたいところです。また、6110 という
数字は令和 6 年 1 月 1 日を指しているのか
もしれませんし、当選証書が授与された日が
3 月 11 日だったことを考えれば、震災対策
をしっかりしろとのお告げかもしれません。
山野知事には、能登半島震災の対策に加え、
過疎化による人口減少や物価高対策など課
題山積であり、厳しい船出と言えます。

私自身も山野氏を応援した唯一の石川県議会議員として、他の議員以上に山野知事に対
して厳しいことをいう義務と責任があります。議員としての本来の仕事を全うしていきま
す。また、金沢市議会議員から石川県議会議員になって、この度、会派「まっすぐ県民目線の
会」を設立しました。これからも常に県民目線に立った活動を心掛けます。

山 野 新 知 事 誕 生

この「喜多浩一通信」も45回目の発行となりました。バックナンバーについては
下記アドレスにてご覧になれますので、アクセスしていただければ幸いです。
http://www.kita-koichi.com/archive2/

③石川県書初め展覧会
まだまだ、修行が足りないことを痛感しました。

④奥能登視察
現在の復興状況などを現場で確かめてきました。

①金沢市民スポーツ大会
今でも続けている剣道競技に参加しましたが、大
学生相手に完敗でした。

②令和6年能登半島地震、奥能登豪雨犠牲者追悼式
あの日から2年が経ちました。亡くなられた方々
に改めて哀悼の意を表しました。

❷

❶

❹❸

（喜多浩一）



令和8年度予算編成及び重点施策等について
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令和8年度予算のポイントについて

・財政の持続可能性を確保しつつ、能登の復旧・復興とともに、幸福度日本一の石川県の実現に向け
た成長戦略の具現化に必要な取り組みを推進
・人件費や物価の上昇を適正に予算に反映

<教育委員会>
本県の小中学校の児童生徒の学力は、全国学力・学習状況調査において良好な結果であり、引き続
き、学力向上の取組を推進していく。高等学校については、各学校の目指す生徒像に応じ、組織的な
学習指導に取り組み、キャリア教育・職業教育の充実を図る。
①確かな学力の育成
・金沢大学と連携した「学力向上プログラム」の推進
②GIGAスクール構想、教育DXの推進による学びの質の向上
③特別支援教育の充実とインクルーシブ教育の推進
④夜間中学の充実

<商工労働部>
産業振興指針に掲げる「新たな時代を捉えてともに飛躍・成長する、石川県の特徴を活かした魅力あ
る産業づくり」の着実な推進に向けて、事業者の様々な取り組みを支援する。
①DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進
・デジタル活用ものづくり支援センターを拠点に、事業者のニーズに応じて、DXの取り組みをきめ細
かく支援
・生成AIなどの先端技術の普及促進
・ロボットの導入に向けた普及・相談・人材育成等のワンストップ支援
②産業を支える人材の確保・育成
・学生の県内就職に向けた支援
・UIターン就職希望者と企業とのマッチング支援
③新事業・新産業の創出
・成長戦略ファンドによる新たな製品・サービス等の開発支援
・スタートアップの呼び込みや成長段階に応じた支援
・大学発スタートアップの創出

<企画振興部>
①北陸新幹線の建設促進
・沿線府県等と連携して政府・関係国会議員への要請活動を展開し、一日も早い大阪までの全線整備
②持続可能な地域公共交通の維持・確保・充実
・鉄道やバス路線の維持、事業者の安定的な経営と安全な運行の確保、担い手確保や利活用促進への
支援

<文化観光スポーツ部>
能登半島地震・奥能登豪雨からの復興を推進する
①観光産業の再建
・「今行ける能登」の情報発信、観光需要喚起
・震災学習プログラムを活用した修学旅行の誘致等
②暮らしとコミュニティの再建
・能登の祭りや文化団体の活動の再開支援
・地域活性化に向けたスポーツイベントの開催や能登駅伝の開催準備

県民の心身の健康増進やスポーツを通じた地域活性化に向け、競技力のさらなる向上とスポーツのす
そ野の拡大に取り組む
①競技力の向上
・アスリートの育成・強化、ジュニアアスリートの発掘・育成
②スポーツのすそ野拡大と地域活性化
・県内トップスポーツチームと連携した競技体験・交流イベントの開催
・障害のある人がスポーツに親しむ機会の提供
・アーバンスポーツの普及・振興

<健康福祉部>
安心して子どもを生み育てることができる環境を充実させる
①結婚に対する支援
・結婚を希望する若者の希望をかなえ、安心して家庭を築くための支援を充実させるため、「あい
きゅん」による出会いの機会の提供など、県・市町・企業が一丸となって、結婚支援の施策を推進
する。
②妊娠・出産に対する支援
・出産の希望がかない、安心して子どもを生み育てるため、妊娠・出産に対する不安の解消や母子の
健康の確保・増進に向けた施策を推進する。
③子育てに対する支援
・子育て家庭が安心して子どもを育てることのできる環境を整備するため、保育料無料化等の経済的
負担の軽減、保育人材の確保や幼児教育・保育の質のさらなる向上、全ての子育て世帯に対象を拡
大したプレミアム・パスポート事業等による社会全体で子育てをする機運の醸成などの施策を推進
する。また、児童虐待の未然防止、早期発見・対応、ヤングケアラーの支援に向けた取り組みを推
進する。

生涯健康で安心して暮らせる社会を作る
①健康寿命のさらなる延伸に向けた取り組み
・企業の健康経営に向けた取り組み促進など、適正な食生活や運動の習慣化等による健康づくりを推
進するための施策の充実を図る。
②介護・福祉人材の確保
・介護・福祉職の魅力発信、外国人介護人材の活用を含めた多様な人材の確保・定着支援、介護テク
ノロジ―の導入などによる介護現場の生産性向上など、介護・福祉人材の確保に向けた取り組みの
充実を図る。
③要介護高齢者等への支援
・介護予防、要介護高齢者の支援、認知症施策などを推進する。

● ● ●● ● ●


